
学校規模１学年４学級

会計ビジネス科２学級・情報ビジネス科２学級

明浄 正直

誠実 剛健

福島県立若松商業高等学校 校訓
１ 社会の形成者として、課題に向き合える確かな力と豊かな人間性を育み、安心してことを任される人材

を育成する

２ 商業の専門性を備え「明浄・正直・誠実・剛健」の校訓を体現する、地域を支える人材を育成する

【重点事項】

（共通）

令和７年度 福島県立若松商業高等学校 経営・運営ビジョン 〒965-0875 会津若松市米代一丁目３番３１号

℡0242-27-0753 Fax 0242-29-7380

文武両道の教育活動を推進し、学習活動と部活動を通して人間力（学力・品格・徳性・心技体）を高める

全人的な教育を行う

学びの変革の推進

・家庭学習の習慣化、読書指導の推進

による確実な学力の定着

・高度資格取得への支援と対話的で

体験的な学習活動による専門教育の

充実

・ＩＣＴ活用の充実、探究活動の充実、

互見授業の推進による質の高い授業

の実践

・課題研究における探究活動報告会の

充実

◎数値目標

①成績優秀者各学年30名以上

②日商簿記２級合格３０名以上

③ＩＴパスポート合格３０名以上

多様な進路希望の実現

・キャリア教育の充実による望ましい

職業観の育成

（ＯＢ講話、インターンシップ 他）

・早期の進路目標の設定と各種講座

開設による指導体制の充実

・大学・短大等の総合型・学校推薦型

選抜への対応

・ミスマッチによる早期離職者数の

削減に向けた指導の充実

◎数値目標

①大学・短大への進学希望者の

合格１００％

②公務員希望者の合格１００％

③就職内定１００％

心身の健全な育成

・生活習慣の確立による欠席等の減少と

教育相談体制の確保

・あいさつをはじめとする、マナー（身だしな

み含）の向上やコミュニケーション能力の

育成

・集中した部活動の実践と活動実績の向上

・交通事故防止等生徒の安全に向けた指導

の充実

・清掃活動の充実による校内美化の推進と

生活環境の整理整頓

◎数値目標

①１年間皆勤賞各学年４０名以上

②部活動稼働率１００％

③自転車盗難被害対前年度３０％削減

地域連携の推進

・ＰＴＡ活動の充実と情報発信

（学校ＨＰ、ＰＴＡ会報の充実）

・地域と連携した探究活動の推進

（地域課題解決活動や商品開発、販

売活動など）

・市町や支援学校等と連携したボラン

ティア活動の推進

・実業系関係校との連携・協力による

産業教育フェアの成功

◎数値目標

①ＰＴＡ総会出席率６０％以上

②産業教育フェアにおける他県

からの商品の完売

●学校閉庁日の設定：週休日の振替や休暇を取得しやすくするため ※令和７年度は８月１３日（水）～８月１５日（金）

●留守番電話の設置及びメールによる連絡体制の整備 ※留守番電話運用時間 平日16:40～翌朝7:50

●部活動休養日：週に平日１日、土日のいずれかを月２回以上 部活動練習時間：平日２時間、学校休業日３時間

教育目標

教育方針

目指す

生徒像

・ビジネスの諸活動において会計活用能力・情報活用能力を適切に活用できる生徒を育てます。

・多様な人々と協働しながら地域社会の発展に貢献し、グローバル社会に対応できる生徒を育てます。

・人間力を高めるために努力を惜しまず、様々な課題に対し主体的に挑戦する生徒を育てます。

学校の在り方

の変革



若商デパート

１ ＰＴＡ組織の強化

２ 防火防災対策の充実

３ ＰＴＡによる学校教育活動への積極

的協力

４ マイクロバスおよびメール配信の適

切な運営

各教科

１ 授業時間の確保及び家庭学習の習

慣化による確実な学力の定着

２ 質の高い授業の実践による学習意

欲の向上

３ 開かれた学校

１ 基本的生活習慣の確立

２ 非行の防止

３ 盗難の防止

４ 交通事故の防止

５ 教育相談の充実

６ 生徒会活動の活発化

１ 生徒ひとりひとりの希望する進路の

実現

２ 生徒ひとりひとりの「夢実現」に対す

る支援

３ 生徒の進路意識の早期高揚と進路

目標の早期確立

１ 心身ともに健全な生徒の育成

２ 環境衛生活動

３ 教職員の健康保持

１ 生徒が学習する上で必要となる資料や情報を収集・整理し、

利用しやすい環境作り

２ 生徒の問題発見及び解決能力を養う活用方法の構築

３ 図書委員会の主体的な活動を促す環境・組織作り、指導

４ 読書を通した生徒の学習活動への支援及び人格形成

１ 校内クラウド化のネットワーク管理

の徹底

２ 部署ごとのＷebページ更新の促進

３ Ｗebページの管理・サポート

１ 商業教育の有効な資源としての若

商デパートの活用

２ 効率的なデパート経営

３ 地域との連携

１ 授業力の向上に努め、「質の高い授業」を実践する。

２ 商業教育をとおして、ビジネスマンとしての資質向上に

向けた指導を充実させる。

３ 資格取得の達成に向けた環境の整備、充実した指導

を行う。

４ 個別最適化した指導を行う。

５ 商業に関する競技大会の上位入賞を目指す。

１ ３年間の見通しを持ち、４技能（読む・書く・話す・聞く）をバランス良く

身に付けさせる授業を行う。

２ 生徒が自主的に学習に取り組めるよう学習環境を整備する。

３ 全商英検の資格取得を目標に指導する。

１ わかりやすい授業を実践し、家庭学習できる環境をつくり

基礎学力の向上を図る。

２ 進路実現に向けた学力の育成を図る。

１ 生徒の基礎学力の定着を図る。

２ 生徒の読解力・表現力の向上を図る。

３ 小論文指導や読書指導の充実を図る。

１ 生活を主体的に営むために必要な能力の育成を図る。

２ 生涯を見通して、生活の課題を解決する能力の育成

を図る。

３ 家庭での生活行為を総合的・科学的にとらえ実践する

ことが、職業選択の一助となることを意識させる。

１ 学習規律の確立

２ 運動の学び方を育成・生涯スポーツ

３ 運動技能・体力の向上

４ 健康の保持増進

１ 国家及び社会の形成者として必要とされる資質を育む。特に学校における主権者教育において期待される役割を

果たす。

２ 生徒が歴史的事象や社会的事象を身近に捉え、理論的な考察力や自分の考えや意見をまとめる表現力を養う。

３ 生徒の進路希望実現も見据えて社会生活に必要な事柄など、基礎的な用語や事項を理解させ、基礎的な学力の

定着を図る。

４ 演習や作業、発表などを通じて主体的に学習する態度を身に付けさせる。

５ 各担当者間で定期的な話し合いを持ち、進度や目的の達成、ICTの活用について共通理解をはかりながら進める。

１ 生徒の興味・関心が持続し、自ら考え前向きに自然の事物・現象に向き

合うことができるよう指導に努めるとともに、豊かな自然観を育成する。

２ 教材を工夫し、また実験・実習を通して理解しやすい授業展開の実践に

努める。

各 部

１ 音楽に親しみ、生涯にわたって音楽を愛好する心情・態度を育成する。

２ 音楽を演奏するための基本的な技術・知識を身に付けさせ、主体的に表現する力を育成する。

３ 音楽の多様さや様々な表現の在り方を理解させ、その良さや魅力について自ら考える力を育成し、音楽を

深く味わう感性を育成する。

４ 音楽と生活との関わりを意識させる。

家庭科

生徒指導部

情報管理部

教務部

図書部

総務部

保健厚生部

進路指導部

英語科

地歴・公民科商業科 国語科

数学科 理 科

保健体育科 芸術科


